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終末期を在宅で過ごし、最期を自宅で迎えた
い方が増えている 

家族は死が差し迫った身体的変化を目の前に
することで「このまま在宅でよいのだろう
か」と動揺したり不安に思うことがある 

起こりうる身体的変化について口頭での説明
を行ってはきたが、個人差があり受け止める
家族によっても様々である 

看取りのパンフレットを導入することで家族への
説明が統一でき、残された時間を穏やかに過ごす
ことができるのではないかと考えた 



在宅での看取りにパンフレットを使用するこ
とでの効果検証 



【対象者】 

①医師から余命宣告の説明をされ、本人が在宅で最
期まで過ごすことを希望していることを支えている
家族 
②当施設看護職員 

【研究内容】 

1.パンフレットの選択 

2.パンフレット使用方法について検討 

3.終末期を過ごす家族にパンフレットを活用 
4.パンフレットを活用した評価 
 

【倫理的配慮】 

 個人が特定されないよう配慮する 

 



１．使用するパンフレットの選択 

 



２．パンフレット使用方法について共有する 

１）渡し方 

対象者は医師から余命宣告の説明を受け、本人が在
宅で最期まで過ごすことを希望していることを支え
ている家族を対象にパンフレットを渡した 

 

①研究担当者2名が主となりパンフレットを渡した 

②ご家族へは本人から離れた場所もしくは別室にて  
パンフレットを渡し説明 

③ご家族の不安を増強させないように以下の説明 

「主治医より余命についての話をされ、最期までご
自宅で過ごしたいとの思いがあり、ご家族も自宅で
看取ることを決められた方みなさまにお渡ししてい
るものです」 

 



２）パンフレット 3部の活用法 

基本的には3部渡すようにするが、人によっては
「大切な人との別れの準備」1部のみ渡した 

 

３）パンフレットを活用したのは5事例でそのうち3
事例においてはグリーフケアの際にパンフレットの
評価を受けた（表１）3事例ともパンフレットにつ
いては目を通していて「良かった」という意見を頂
いた。 
 

＊パンフレット 1 大切な人との別れの準備 

        2 大切な人の旅立ちの時 

        3 住み慣れたご自宅でご家族を看取られる方へ 

 



  年齢 病名 
パンフ
レット
の種類 

グリーフ
ケア 

(お悔やみ

訪問） 

パンフ
レットの 

評価 

A氏  

女性 
50歳代 乳癌多発転移 １．２ ×   

B氏  

女性 
70歳代 膵臓癌 １ ○ いい本ですね 

C氏  

女性 
90歳代 

アテローム血栓性 

脳梗塞 １．２．３ ○ 良かったですよ 

D氏 

 男性 
80歳代 食道癌 １．２．３ ○ 良かった 

E氏  

男性 
80歳代 

直腸癌肝転移
肺転移 

１．２．３ × 

  

 

 

             

                                                                                                             



B氏 ７０歳代 女性 

膵臓がん ステージ４ 
次女夫婦と同居 

抗がん剤治療中
間質性肺炎 

緩和ケア 

自宅へ 

訪問看護開始 

緩和ケア病棟へ 

レスパイト入院 

計2回 

1回目 

次女のストレス
増強 

2回目 

本人の次女へ
の気遣い 

3人姉妹で協力し在宅で看取る
覚悟を決め、自宅へ 



パンフレットの説明開始からグリーフケアま
での家族の様子及び、スタッフ間で行ったカ
ンファレンスから分析をし表にまとめた。 
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